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房総半島中新統の珪質鞭毛藻化石群集による層序区分

沢村孝之助＊　中嶋　輝允＊

SAwAMuRA）K．andNAKAJIMA，T．（1980）MioceneSilicoH＆gellatezonesin　theBosoPeninsula．

　　BπJJ．σ60乙S％7∂．」ψαπ，voL31（7）シP・333－345・

A澱》s重餓c鶴Silicoflagellates　fbund　in　calcareous　nodules　and　in　di翫tom　bearing　mudstones　at

the　central　part　of　the　Boso　Peninsula　show　a　clear　zonation　which　are　well　correlated　to　the

SilicoHagellatezonesinEarlytoLateMiocenereportedbyMARTINIandM茸LLER（1976）．Three
zones　are　distinguished　in　the　Early　Miocene　Hota　Group3陥∂翻妙525η画6鉱」α一ハ孔伽αzone，

ハ孔翫∂ε6μ」α一ハ孔c£」ごz如zone　andノレZ65066παψ勿πZα如一〇〇7屍5θηzα翻¢αoαπ≠hαzone　in　ascending　order・

Two　zones　are　fecognized　in　the　Middle　to　Late　Miocene　Sakuma　and　Amatsu　Formations5

00砺56耀」吻6磁hαzone（Sakuma　F。）andル弧65066ηα4冨040η一ハ4。6∫瀦伽zone（Amatsu　F。）．The

application　of　Silicoflagellate　zones　is　very　use佃fbr　the　analysis　of　the　complicated　geology

of　the　central　and　southern　Boso　Peninsula．

要　 旨

房総半島の試料19個に三浦半島の2個を加えて検討し

たところ，下位から上位へ，1Vα∂伽Joρ廊η襯副α一1V・伽α

帯，N．物痂ぬ一亙C£観α帯，ハ4卿伽αψ副伽一〇〇1一

伽6灘6吻6媚加帯，OJ吻6傭加帯，ハ465066箆α4乞040π一

ハ4．6初ぬ5帯が，存在することが明らかとなった．保田

層群には前三者が，佐久間層には0・加α6傭加帯が，天

津層にはルf650観α42040η一ルf．6ゴ繊傭帯が認められ，各

層はそれぞれ，中新世前期，中新世中期，中新世中期後

半ないし中新世後期に相当する．

1．はじめに

房総半島に分布する第三系の下部については，それが

複雑な地質構造を呈する故もあって，その層序区分，地

質年代が必ずしも明確とはなっていない．さきに沢村は

化石珪藻によって三浦・房総両半島地域の対比を試み

（沢村，1973），また珪質鞭毛藻により葉山層群森戸層の

地質年代に考察を加えた（沢村・音羽，1979）．近年，深

海底掘削計画の進展とともに，珪質鞭毛藻の層序区分に

対する有効性がますます明らかとなってきているので，

筆者らは，燃料部鈴木尉元技官の協力も得て，珪質鞭毛

藻による房総半島の試料の検討を試みた．その結果，保

田層群，佐久間層及び天津層は，化石珪藻の場合と調和

して，明確に識別された．また保田層群はさらに3区分

され，中新統最下部を除く，中新統下部全般に相当する

ことも明らかとなった．この結果は房総半島の層序解明

に資するところが大きいと考えられるので，ここに簡単

＊海外地質調査協力室

に報告する．なお珪質鞭毛藻群集組成の解析については

沢村が，試料の産出層準とその考察及び走査電顕写真撮

影は中嶋が行った．

2，　検討した試料とその層準

珪質鞭毛藻は珪藻に伴って産出するのが通例である

が，常に豊富に随伴しているとはかぎらず，今回検討し

た試料のうちでも群集組成を明らかにできたものは，第

1表と第1図に示した21個である．これは珪質鞭毛藻の

骨格が単純で，珪藻に比べても破壊され易いためであろ

う．なお，これら試料の大部分（18個）は炭酸塩質団塊

であり，含珪藻泥岩は3個のみである．

　これら試料のうちNo・2と13，14，15の4個は，さき

に珪藻についても検討した（沢村，1973）もので，三浦

半島の森戸層（N・・2，13）と房総半島西部の保田層群

（No，14，15）に含まれる炭酸塩質団塊である．

今回あらたに採集した試料の層序関係は次のとおりで

ある．

試料No・3，4，5，7と12とは，鴨川市の太海から太
　　　　　　　なぷと海浜にかけて分布する波太層の上位から下位に向かって

採取したものである（第2図）・

試料N・・8，9，10≧11も，太海の西方，江見付近で波

太層の上位から順次採集した．以上の試料は何れも炭酸

塩質団塊であるが，試料No・16は泥岩で，江見付近の

波太層より上位に分布する江見層から採集した（第3図

図）。

　試料No・1と6とは，江見の北方，高鶴山周辺で採集

した炭酸塩質団塊である．試料No・1はその西麓で，古

房層の頁岩を削る深く狭い小沢に転石として産し，また
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第1表検討した試料とその産地

試　料　番　号

No．　1　（79090314）

　　2（721111）

　　3（79090203）

　　4（79090202A）

　　5（79090202B）

　　6（79101701）

　　7（79101707）

　　8（79101502）

　　9（79101503）

　　10（79101504）

　　11　（79101508）

　　12（79100101）

　　13（720805）

　　14（71050401）

　　15（721282）

　　16（79101507）

　　17（721266）

　　18（540302－35〉

　　19　（541201）

　　20（79090316）

　　21　（79090317）

採 集 地 地　層　名 採　集　者

鴨川市橋本

（三浦半島）葉山町森戸

鴨川市太海

　　〃

　　〃

鴨川市馬場

鴨川市太海浜

鴨川市江見

　　〃

　　〃

鴨川市青木

鴨川市太海

　（三浦半島）横須賀市長岡

君津郡天羽町上畑

安房群鋸南町上佐久間

鴨川市江見

安房郡鋸南町江月上

館山市青木山

館山市増間

安房郡天津小湊町葛ケ崎

　　　　　〃

古　　房　　層

森　　戸　　層

波　　太　　層

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　！ノ

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃
森　　戸　　層

保　田　層　群

　　　〃
江　　見　　層

佐　久　間　層

　（保田層群）

　（　〃　）

天　　津　　層

　　　〃

沢 村

　〃
　　〃

　　〃

　　〃

中　　　嶋

　　〃

　　4
　　〃

　　Zノ

　　〃

　　〃

沢　　　村

木　　　村

沢　　　村

中　　　嶋

沢　　　村

鈴　　　木

　　〃

沢　　　村

　　ツ

㌧　’　上総層群

ら㌧焼贋論ゆ．，

　葉山層群’りラニ1二横須賀　東京

，一’一》！’一｝’1　’面虐II∫ll一巳二』

　　　，’、1・証・遷1塵露

　　『一ノ・　　ノ’．P’諮暑浜∫

　　　ラ’宮田層蛎三爵島

　　　三崎層

　　　　城ケ島

　　　　一層序区分一　　（三蒲半島）　　（房総半島）

　　　上総層群囮上総層群，豊房層群

　　　｛灘匿1｛灘
　　　三崎層目天津層，和田層

　　　矢纒匿ヨ佐燗層，江見層
葉山層群鱗皿保田層群灘

　　　　　　纒嶺岡層群

O 5 IOkm

湾

、窪壕｝1タ’
　　　　絵馨雰ll’．
’ゾ・’ム’i㌧㌧ノ凱摩輪、1二1』、1二

”1二塵塵

　

’1’、、薄…一天津層

耐…箋i灘…謙繍

・蟄蝶＋保田層群1嶺　㈱け

岩井，：糧馳ll謝illll∫1、1ら

　　覧辱・、r：，，lt引融鞘：1：：：ll陪睡・

　I　l佐久問層＋保田層群置lI　I　l　I　l　l

　　I：1呂墜区分牌・　和画謬・．
　　璽　l　l　l肛　1’l　l　l
　　l　I　l　l　l　書　l　l　l
　　　l　l　l肛I　I　I

携。憂。騨

　　　Peゼidotite　　　　　天津

　　　　　　　　20，21　　　　　　　　
麟鶴．鱒太海

　　　波太層
　　　　　5，4，5，7，12

　　江見
　　8，9，10，樋，16

　　　　太　平　洋

第1図 検討した試料の採集地点
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．房総半島中新統の珪質鞭毛藻化石群集による層序区分（沢村孝之助・中嶋輝允）
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第2図　鴨川市太海付近試料位置とその層準
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第3図　鴨川市江見付近の試料位置とその層準

試料No．6はその北麓で試料No．1の上位を占める波

太層から採集した．なお，試料No．6からさらに上位に

向かって，多くの試料を採集したが，これには珪藻も珪

質鞭毛藻も見出されなかった．

　試料No・17は房総半島西部の佐久間層から得られた

泥岩である．試料Nα．18と19とはその南方で従来保田

層群の分布地とされていた所から得られた泥岩及び炭酸

塩質団塊である．試料No。18の上下の層準には珪藻化

石はみられるものの珪質鞭毛藻は存在しない。なお，試

料No・18，19の群集組成は，後に述べるように，保田層

群のものとは明らかに異なっている．

　試料No・20，21は鴨川市北東方の葛崎の南側と北側

で得られた，天津層中の炭酸塩質団塊である．

3．珪質鞭毛藻群集組成

上記21個の試料のうち，炭酸塩質団塊は稀塩酸により
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溶解，泥岩はそのまま破砕してのち，水洗によりシルト

粒径の部分を濃集，これをバルサムで封じ検鏡した．そ

の100個体の同定結果を第2表に示した。なお，試料No・

2，13，17の3個では，含有量が不充分で，50個の同定

に止まった．

　第2表で明らかなように，主要種の存否から群集型

（A－C）が識別され，この群集型はさらに上下関係をも

って配列している．

　高鶴山の試料No・1はM65066％αρ26μZ4臨，Oo7ゐ25醐α

渉吻6αn伽とともに梅痂％Joρ廊η砺6痂及び瓦1伽を含

有し，とくに後者が豊富である．この型をA・群集と呼

ぶことにする．この上位を占める試料No・6ではN・1伽

に代って亙c£伽αが出現する．このハ4・αク蜘1伽，0・

緬α6傭加，ノV・c£」伽で特徴づけられる群集をA2群集

と呼ぶ．太海の試料No・3，4，5と7は明らかにA2群

集に属する．しかしながらその上位のNo．12はノV・cf・

」伽をまれにしか産しない．このハ4・αρ伽1磁，0・緬一

σ6傭加に，まれにπ副6％Joρ365属を伴う型をA3群集と

呼ぶ．江見の試料では，No・8，9はA2群集，その上位

のNo．10はA3群集に属する．

　これらAエー3群集を総称してA群集と呼ぶことにする

と，その特徴はM・αρ勉伽α，C・擁α6翻加にN顔副oか

5∫5属を伴うことである．これに対して，試料No・16で

は0．痂α6翻加のみがみられ，M。αρ加1伽と1％び勧一

Joρ廊属を欠いている点でA群集とは特徴を異にする．

これをB群集とよぶ．なお，後述するように，B群集に

はまれにルf。α伽％伽4を伴うことがある，天津層の試料

No．20，21ではM65066襯4ゴ040πとM。6歪76ぬ5が出現

し，A，B群集に普通のハ4・αρ蜘伽α，0謡吻6癬加を

欠いている．これをC群集と呼ぶ．

　第2表を通覧すると，試料N・・1からNo・15までは

すべてA群集の特徴を示し，このうちには三浦半島森戸

層（No。2，13）と房総半島西部の保田層群（N・．14，

15）の試料も含まれている．B群集にはN・・16ととも

に，房総半島西部の佐久間層（No・17）及び南西部で従

来保田層群とされていた岩石の試料No・18と19とが属

する．ただし，No・19は他とやや異なり，M。砂6％」伽

をごくまれにではあるが伴い，また1）伽ッ06加戸伽」αが少

数などの点で，A群集にも似ている．しかし，次に述べ

るように化石珪藻の特徴から，これはB群集に属する．

　A群集とB群集（及びC群集）の優勢種に注目する

と，前者では・酬膨ρh鰍567郷，後者では1）伽ッ06加脚蜘

第2表珪質鞭毛藻群集組成

種 名 饗」1 2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9 101112131415 16 17 18 19 20　21
ル∫65・66nαゆ6鉱」伽

ハ励翻」⑳ゑ5み∫‘ψ油伽α

ハr．襯∂ゴ6㏄」α

ハπ．伽α

ハr．c£」α’α

ハ孔9襯4地伽窺

（〕07ゐゑ56ηzα翻ゴα6hαη孟hα

瓢65066πα6¢70泌鉱3

ハ4．漉oobπ

ハ4．9襯伽η9ぬ

1）ε6砂o‘hごz／2ゐz♂」α

．Dゑ吻hα泌徽κ

　v．5‘hα鉱π5」απ漉ゑ

D・吻π」襯

　v・μ物80ηπ5

　v．伽卿彦」・泌
C8ππqρππ5h6ηz2ψhα6726z諮

ハ《α6707α謡6πα

Dictyocha属／Distephanus属

群集型

十　 ＊十＊十＊十＊　0　一一一十十一

十　一　　一十一　　一一

〇　十　　一一　　　一一

　　＊十十一十十十一
　　　　　十
十　十十十十十＊　十十　十＊

十　＊　＊

十 一　 ＊

一十

一一十一

0　0　＊　0　0　＊

一十一一一
　一十十一十
　十　　　一一

十　十十一一

十十十十　 ＊　十　十　〇

　一十十
〇　〇　〇　〇　〇

　　　十

　＊　0　0
0　　　＊　十

一十一一十十
十一十十十十
一一一　　十一

＊

十

十

十

十

十

十

十

十

0　0
十　十

＊　0

＜0．1＜0．1　　　0．51．61．30．5　1．31．1

A1 A2 A3 B c

3まれ　　十；少数　　＊：普通　　0；多数
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であり，さらに両属の個体数比をとると（第2表），その

差はなお明瞭となる．小泉（1975）は，現生の．Dぎ吻一

助観麗属は寒冷性であり，・D薦ア06肋属は温暖性なので，

少なくも第四紀では両者の個体数比が当時の気候条件に

対応することを指摘している．これをそのまま適用する

ことには問題もあろうが，A群集とB，C群集との間

の，両属のひらきは，その間に環境変化のあったことを

暗示するものと解される．

　またこれらに含まれる化石珪藻をみると，試料No。1－

15ではK∫556」痂61」α6碗ηαが常に豊富であり，∠6痂06ッー

6彪52πg6η5を全く欠いて，さきに報告した（沢村，1973）

保田層群の特徴を示す。また試料No．16－19ではK。6翻一

παがまれではあるが存在し，ん聰6窩を豊産して，佐

久間層の特質を示す．試料N・・20，21はK・6癖％を欠

き，1）6漉6吻h雄64痂を含み，天津層の群集の特徴をみ

せる．このように，房総半島では珪質鞭毛藻と調和的に

珪藻の群集組成も変化している．従って試料No・19の

所属もまた明らかである．

4．房総半島における珪質鞭毛藻分帯

以上述べてきたように，房総半島の第三系下部には，

A，B，Cの3珪質鞭毛藻群集が識別され，A群集はさ

らにA、一3の3群集に区分される．

A群集はハ465066％αρ加伽α，Oo痂5躍4♂吻o艇加に加

えてN痂躍oρ廊属を伴い，1）2吻伽肱567観，を豊産する。

A、群集では1％∂蜘loρ5づ51伽がN・π副6㍑」αを伴い豊産

する．

A2群集では翫痂痂ρ廊c£観αが瓦π伽6ぬととも

に存在する．

A3群集ではπ確6痂麺5属をまれにしか産せず，むし

ろ班．αρ蜘伽α，0・痂α6傭加の共存が顕著である．

　B群集はOo7傭躍偏吻6傭加で特徴づけられ，1）獅アo－

6加∫伽」αが豊富である．翫∂伽♂oρ廊属を欠き，M・

α伽㍑伽αはきわめてまれに伴われることがある．

　C群集はハ465066ηα4∫040πとハ465066郷6276π1郷で特徴づ

けられ，1），ノ伽如を豊産する．0。醜α6傭加，ハ4・αμ一

6趾伽αまた1vα∂蜘Joρ痂属を欠いている．

　これら各群集の産出層準は限定されており，A群集は

保田層群，そのうちのA・群集は古房層，A2群集は波太

層のほぼ下半，A3群集は波太層のほぼ上半にみられ，B

群集は佐久間層，江見層に，C群集は天津層に認められ

る．従って，房総半島の第三系下部には，上位から下位

に向かって，次のような珪質鞭毛藻生層序が成立してい

ると考えられる．

　ハ465066郷4ゴ040η一M．6づ76ぬ5帯　　　　　（C群集）

Oo痂5襯耐吻6嬬加帯　　　　　　　　　（B群集）

ルf65066π仰ρ蜘」伽一〇〇7傭襯碗吻6¢η∫加帯（A3群集）

亙π砺o吻一瓦c£勧α帯　　　　　（A2群集）

翫∂伽Joρ廊π砺6伽一瓦伽α帯　　　　　（A、群集）

5・近年の珪質鞭毛藻分帯との比較

最近の深海底掘削計画の進展に伴って，世界各地で珪

質鞭毛藻分帯が行われており，BusEN　and　WlsE（1977）

はその12例の対比を試みている．BUKRY（1974）は南半

球非熱帯域において，白亜紀から第四紀までを16分帯し

た．これが本邦にも適用されうることは，さきに沢村・

音羽（1979）が報告している．

Bu皿Yは漸新世から中新世中期にかけて，．酬吻助α一

脚5餌ぬ窺卿擁o朋5帯，蜘∂蜘loク廊卿47磁解帯，
αン7薦襯4爾α6傭加帯，ヱ）25≠6ρhα郷loπ925ρ2η㍑5帯をおいて

いる．この分帯を房総半島でみると，A群集はその試料

No．5にハ「．g％α47伽解を産することから，翫∂蜘lo麺5

g襯4剛耀帯に対応するとみてよいであろう．

　B群集は明らかにOo1伽襯偏吻6妬h4帯に相当する．

C群集は，1）ゴ吻伽泌伽8細2π麗帯の後半にハ4・6謡ぬ3

が出現するとされているので，これに対応するものと認

められる．

　また，MARTINI　and　MかLLER（1976）はノルウェー

沖において分帯を行っている．これは，第3表に示した

ように，房総半島における分帯とよく対応しており，彼

等の分帯がさらに細分されうることも明らかである．

M無TINI　and　M茸LLERの翫痂％Joρ5∫5η副6ぬ帯は，表の

主要種の生存期問にみられるように，さらに2分され

て，前半は！v・π痂6吻と亙・伽αとの共存帯，後半は

瓦η伽6ぬと亙g観伽嬬との共存帯からなる．これ

は，それぞれ房総半島のA1群集とA2群集に対応する・

MARTINI　and　MむLLERのOo76魏翅α」吻6傭加帯ではその

前半にはハ4・αμ副磁が存在し，その後半にはそれが欠

けることから，それぞれ房総半島のA3群集とB群集に

対応する．ハ4650催偏初蜘5帯には房総のC群集が対応

することは明らかである．

　このようにM無TINI　and　MOLLERの分帯と房総半島

における分帯とはよく対応している．しかし細部，とく

に種の生存期間については必ずしも一致せず，厳密な対

比にはなお検討の余地が残されているのであるが，主要

種の産出頻度を考慮に入れると，M感TINI　and　MOL田R

の時代区分を房総半島に適用しても大きな誤りはないと

考えられる．

　M憾TINI　and　MOLLERはナンノ化石を用いてその分

帯の時代区分を行っている（第3表）．これに従えば，房
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第3表　MARTINI　and　M仇LER（1977）の珪質鞭毛藻分帯と今回の結果との比較
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MULLER 沢村・中嶋
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主要種の生存期間

総半島のA群集は中新世前期，B群集は中新世中期，C

群集は中新世中期後半ないし中新世後期となり，さらに

A、，A2，A3群集はそれぞれ，中新世前期のなかの前期，

中期と後期に相当する．すなわち，珪質鞭毛藻群集組成

からは，保田層群は中新世前期，佐久間層は中新世中

期，天津層は中新世中期後半ないし中新世後期に対比さ

れる．

6。　ま　と　め

　房総半島の中・南部で第三系の下部を構成する保田層

群，佐久間層，天津層は，珪質鞭毛藻によっても，その

群集変化が化石珪藻の変化と調和的であるため，容易に

識別することが可能である．

　保田層群には下位から1v躍副o麺躍α∂蜘」α一瓦伽α帯，

瓦襯6％Joρ525η観6％」α一泥C£」磁帯，ハ46SO66π醐μ‘％1蜘一

Oo痂5躍爾吻6磁加帯が認められ，佐久間層にはOo吻一

5餓偏吻6傭肋帯が，天津層にはκ65066πα4∫040π一ハ4。

6吻ぬ5帯が存在する．

　これはMARTINI　and　MむLLER（1976）がノルウェー沖

で行った分帯のさらに細分されたものに相当し，この両

者を対応させると，保田層群は中新世前期，佐久間層は

中新世中期，天津層は中新世中期後半ないし中新世後期

と認められる．

　この結果から，房総半島の第三系下部の解明には微化

石をさらに活用するべきであり，その効果もまた大きい

と考える．
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写真
番号

　1

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

10

11

12

13

14

15

　　　　　　　種　　　　　名

瓦α∂26鉱Zψ525　房ψ勿認厩α　（LEMM。）PERCH

ハ砺∂勉妙5」5伽α　（DEFL）LING

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

ハηα∂勉妙廊cf，伽α　（DEFL。）LING

撫∂彦6％」ψ5おπ4∂ゴ6％」α？　（EHR。）MART．

陥∂勧妙5おπ画6ぬ　（EHR，）MART．

　　　　〃

　　　　〃

陥∂∫㎝」ψ5魔9吻47α伽窺　　（EHR．）HACK。

Oo7庇56窺α師α6αn孟hα　（EHR．）HANNA

　　　　〃

Oo7屍56粥α渉7勿6αn孟hα　（EHR．）HANNA

　　　　〃

1：古房層　　5＝波太層下部　　1h 波太層上部

試料番号

　5

　1

　1

　5

　1

　5

　1

　5

　1

　5

　5

　11

　11

　5

　5



β認・6。ムS　」卿協31，翫7
PJ伽1



写真
番号

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

　　　　　　　種　　　　　名

M65066ηα　6顔6鉱」α如　　（SCHU．）DEFL

　　　　〃

　　　　〃
ハ463066πα627側」％3　EHR．

盈300惚卿47απ9痂EHR．

　　　　〃

Pαγα漉o砂oohα汐o砂α漉5　（EHR。）FRENG．

1万6夢06hαノ2みπ彪？　EHR。

Z）’6砂06hαノ26π」α　EHR．

　　　　〃
．Z）魏ψhαn鉱567礁　　（EI｛R。）H：AGK．

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

D2吻hα郷6灘
　v．56hαz魏51αη漉彦　（LEMM・）ScHuLz

5；波太層下部　　11；波太層上部 20＝天津層

試料番号

　5

　5

　5

　20

　11

　20

　20

　5

　20

　5

　5

　5

　20

　11

5



βπJl。0601，3鉱7∂，」卿n，％」．31，No，7 P伽θ2



「

写真
番号

31

32

33

34

35

36

37

38

　　　　　　　種　　　　　名

1）づ3渉ψhαπ鉱56寓κ

　　v．56h傭η5」απ漉∫P　（LEMM。）SGHuLz

D魏ψhα鰭5ψ66％h伽　（EHR。）MART．

　　　　〃

　　　　〃

D2吻hα鵬ψ翻伽

　　v。ρ6n如go綴5LEMM。

．02吻hα諮吻6ぬ窺

　　v．6α観吻lo2伽　（PRosH・）GLEsER

　　　　〃
σαπηψ’」π5h6窺2ψhα6726鉱3　（EHR．）且ACK。

5：波太層下部　　113波太層上部　　20：天津層

試料番号

5
11

11

20

5

5
11

5



Bz6〃。θ60乙Sz∫7∂．」ψα7zラVbJ。31，ハφ．7
P伽63

走査電顕JSM－35Cにより写す

試料は79090314，79090202B，70101508，79090316として中嶋が保存


